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1`目的 近 年 ,減 反政策が盛んに行われてお り,水 日が麦 ・大豆を栽培す る転換畑

として利用 されている.し か し,水 田 と畑では土壌特性が異なつているため,水 田

の排水性の悪 さによる生育障害が懸念 されてい る。本研究では,大豆を試験体 とし,

大豆の生長星やH文最に排水条件が影響 を及ぼす度合について検討す る。また,転 換

畑の利用に ともない,水 Fコの汎用化が行われてお り, この整備 に ともな う費用が多

大であるため,生 育景の違 いか ら大豆栽培にお ける汎用化整備 の必要性 についての

検 吉ヽ十も行 う。

U.実 験方法  実 験 は岐阜大学構内にある枠水 田において行つた。試験区は①水日の

無排水区(以 下,無 排 水区),② 水 田の地表排水区(以下 ,地 表排水区),③ 水 田の地下

排水区(以下,地 下排 水 1て),① 畑 ,以 上の排水条件の異なる 4試 験区 とした。実験

期間を通 して TDRに よ り土壌水分量の測定を行い,播 種前のサンプ リングで得た

二相]分布の結果か ら問隙率 を算出 し,気 相率 を求めた ,生 育調査では,発 芽率 ,丈

の長 さ,桂 の太 さ,葉 の枚数,節 の数 ,開 花率 ,策 数 ,収 量等の測定を週に 1回 行

つた。また,pH,EC,NO,,NH車 キ,P013,K+に ついて実験開始前に測定 した。

里堂丘登  【 上壊 水分 駐と気相率】田場排水の有無によ り土壌水分量に大 きく差が出

てお り,鮮 排 水 Xは 24時 間容水量を 上回 る水分量であることが多 く,地 表排水区,

地 下排 水に,畑 ではおお よそ 24時 間水分量か ら生長阻害水分点の間の水分量であ

つた。各試験匹の問隙率は無排水区 47,6%,地 表排水 区 49.0%,地 下排水 区 47,0%,

畑 60.0%で あ り,畑 の気 相率はほぼ 30%を 上回 る値で推移 し/たが ,無排水 区は 10%

を 下口 る IJもあつた。

【生長 登と収畿】rll長最 ・収 豊と t)に,無 排水 lX~と地表排水区で小 さく,地 下排水

rX~と畑 で大きくな り,そ のたは顕孝であった。また,地 下排 水区,畑 ,地 表排水区,

無排 水臣の順で生及 最が大 きかった。地 下排水区 と畑では 1株 当た りの乾物収量は

ほぼ同 じであつたが,畑 の方が 1粒 の ロッ ドは大 きかつた。

Ⅳ.考 察  上 壌 の化学性は各試験原1で大差は無いため,土 壌水分量が大豆の生長量 ・

収量に大 きく影響 していると考え られ る。無排水区では過湿状態によ り,生 育が阻

害 された といえる.一 方 ,地 表排 水区 と地下排水区の成長期か ら開花期 までの上壊

水分駐にたは認め られなかつたが ,地 表排水区の方が生長量 ・収量は小 さかつた。

両試験区の「二相分布 にも差が無 く, この生長差の原因を明 らかにす ることはできな

かつた。畑 の土壌水分は最 も少なかったが,乾 物収 量は地下排水区 とほぼ同 じであ

つた。以止の ことか ら,r±1壌水分量や気相率は,大 豆の生長量 ・収量に大 きく影響

を及ぼ していると推測 され る。また,畑 よ りも地 下排水区の生長量が大 きかった こ

とか ら,過 湿 を回避す ることができれば,水 日の保水性が逆に大豆栽培 に適す るこ

とも考えられ る,よ つて,水 田を大豆栽培 として利用す る場合 において ,汎 用化 ま

たは暗案の施 工の芝、要性が認 め られた,
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